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ネパール・カトマンズ盆地における反射法地震探査

Seismic reflection survey in the Kathmandu Valley, Nepal.
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　2015年4月25日、カトマンズから北西へ78 km離れた地域でMw7.8 の地震（USGS, 2015）が発生した(ゴ

ルカ地震)。また，同年5月12日にカトマンズから北東へ約80 km離れた地域でMw7.3の最大余震が発生し

た。これらの地震によりカトマンズ盆地内で多くの建物被害が発生したことから，カトマンズ盆地の地下構造

が地震動に大きな影響を与えていると考えられる。 

　この地震の発生を受けて、今後発生が予想されているヒマラヤ前縁帯での巨大地震によるカトマンズ盆地の

被害軽減に資するための地盤の地震工学的評価，および途上国の科学技術支援を行うことを目的とし，国立研

究開発法人科学技術振興機構（JST）および独立行政法人国際協力機構（JICA）が共同で実施している

SATREPSプロジェクトにおいてネパール地震防災に関するプロジェクト(H27年度〜31年度、代表：纐纈一

起・Soma Nath Sapkota)が採択された。本プロジェクトでは，カトマンズ盆地の地下構造を明らかにするた

めの調査が行われている。2017年にはカトマンズ盆地で重力探査を実施し，カトマンズ盆地の重力基盤構造

を明らかにした(Pradhan et al., 2018)。 

　2018年は，カトマンズ盆地の詳細な基盤構造および上位堆積層の堆積構造を明らかにすることを目的とし

て反射法地震探査を実施した。測線は，重力探査によって重力基盤が急激に変化すると推定されたトリブバン

国際空港(TIA)および重力基盤が深いと推定された地域に位置するネパール農業研究所(NARC)とした。測線長

はそれぞれ約4km(TIA)および約1km(NARC)である。IVI社のエンバイロバイブ1台を日本より持ち込み，探査

の振源として使用した。 

　本調査結果より，両測線において重力探査で推定された重力基盤構造とほぼ同一深度の反射面を捉えること

ができ，カトマンズ盆地内の堆積構造も明らかになった。本成果は，カトマンズ盆地内の地盤構造を視覚的に

示した世界初の結果であり，今後の地震防災に大きく資することが期待される。
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